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事業概況

（単位：千円）

５　月　度 累計（４月～５月）

実　績 計画比％ 前年比％ 実　績 計画比％ 前年比％

供 給 高 3,985,380 102.6 104.1 8,058,055 100.0 98.8

供給剰余金 1,004,329 102.6 104.1 2,030,815 99.6 98.7

福祉剰余金 2,959 129.2 159.3 8,261 178.2 150.8

事業総剰余金 1,105,229 102.6 104.2 2,235,404 99.8 99.1

事 業 経 費 1,113,936 96.4 103.4 2,140,090 97.9 99.7

事業剰余金 ▲8,707 ― ― 95,313 183.8 71.2

経常剰余金 ▲1,461 ― ― 112,096 82.5 71.3

理 事 会 報 告 2013年度 
第2回

６月12日
おもに討議、確認した内容
●共同購入は、供給高が計画比102.3％でした。
利用人数は計画比97.8％と伸びませんでした
が、１世帯あたりの利用額が計画比104.4％と
高かったことで、供給高としては計画を達成し
ました。店舗の供給高は計画比104.2％で、計
画を達成しました（前年比は99.2％）。来店人
数は前年比99.4％でした。

●2013年通常総代会の結果について
●2014年総代選挙管理委員の選任について
●その他、他団体からの要請およびくらしのとり
くみについて

「エアコンと上手につきあいましょう」

回答は各問ごと
に参加した家族
の人数をご記入
ください。
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設問は「ぱるタイム 84 号」
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１日エコライフアンケート
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１日エコライフに
チャレンジしましょう♪

　私たちのくらしの中から二酸化炭素（CO２）
をなるべく出さないことが、地球温暖化防止に
つながります。そしてできるだけ余計な電気を
使わない工夫で、原子力発電に頼らない未来を
めざして家族みんなで１日エコライフにチャレ
ンジしてみませんか。

● 熱のこもった部屋は、冷房前にまず換
気。風の「出口」と「入り口」をあけ
ましょう
● 窓から入る「熱」を減らしましょう。
ゴーヤなど植物の緑のカーテン、すだ
れやよしず、遮熱カーテン、遮熱フィ
ルム、ペアガラス、内窓など

● 冷房する部屋には、炊飯器など「発熱
する機器」は可能なら置かないように
しましょう
● エアコンの室外機は風
通しが大切です。緑の
カーテンやよしずなど
で直射日光を遮るとさ
らに省エネに

エコライフ項目
１日で減らせる
CO₂削減量の

目安

問１ 冷房の設定温度は28℃以上にした 138g

問２ 冷蔵庫の中に詰め込み過ぎないようにした 61g

問３ シャワーのお湯は出しっぱなしにせず、こまめに止めた 90g

問４ テレビはつけっぱなしにせず、見ていないときは消した 23g

問５ 電気ポットでの保温をやめ、使うたびに沸かした 150g

問６ 部屋を出るときは明かりを消した 25g

問７ 自動車を使わず、徒歩や自転車で移動した 261g

問８ 買い物にマイバッグを持参し、レジ袋はもらわなかった 42g

８月３回注文書のアンケート欄で

夏もエコライフ

８月３回
の注文書

省エネのヒント

※実績・計画・前年実績のいずれかが「マイナス」で比較ができない箇所は、「－」で表しています。

　家族で決めた１日を「わが家のエコライフデー」
とし下記の問１～問８までをご家族でチャレンジ
し、参加した家族の人数を１～９の数字で８月３回
注文書アンケート欄にご記入ください。

被災者に寄り添い、
絆をつなげる支援活動を

NO.37

　被災地を再び訪れた組合員さんと職員から同じことを
聞きます。「がれきは確かに減り、一部の地域では商店は再
開しているが、仮設住宅以外の新しい住まいの息吹がほと
んど感じられない」そして「元の街中と山すそを走る大型
ダンプの多さ」です。
　その理由は、「津波到達区域の土地かさ上げ」と「高台移
転の為の山林の造成工事」です。確かに新たな街づくりに
必要なステップですが、“復興バブル”の影に、建築資材の
価格や労賃の高止まりがあります。地元の事業者・雇用者
にまわるような仕組みになっているのか、とても気になり
ます。このあと数年間続く建設ラッシュに頼らず、次代を
担う若者たちがこの町に住み続けることができる“確かな
働く場”や“三陸沿岸部の自然の恵みを活かした産業の建
て直し”を考えさせられます。
　陸前高田市では、8月7日は長い歴史を持つ「うごく七夕
まつり」です。街の復興を願う若者たちが集うこの祭りに
職員ボランティア（第5陣）も応援に来てくれます。
（ＮＰＯ遠野まごころネットに常駐する　　　　　
パルコープボランティア事務局・林さんより）

※ ボランティア活動報告はホームページにも掲載しています。http://www.yodogawa.coop/info/info/shinsai

遠野まごころネットのホームページは
　　　　　　　　http://tonomagokoro.net/

1ページの続き

【行程】3泊４日（車中２泊）・大型観光バス2台
１日目　パルコープ本部（京橋）集合（18時）　　　＜車中泊＞
２日目　岩手10時頃着、ボランティア活動、被災地視察 ＜宿舎泊＞
３日目　ボランティア活動　　　　　　　　　　　＜車中泊＞
４日目　パルコープ本部前到着（9時頃予定）

【参加条件】組合員さん、及びその家族で安全上、中学生以上の方。
＊ボランティアの内容と場所は、現地での要請に基づきます。
＊持ち物などの詳細は別途、参加者にご案内。
＊宿舎は男女別・相部屋。
＊天候不順などにより中止になる場合があります。

【募集定員】各回20名（３生協で各回６０名）
　今までに参加された方も、申し込みを受け付けています。
　定員を超えた場合は抽選となります（初めての方が優先です）。
【参加費】お1人8,700円
　（ボランティア保険・宿泊費、食事代含む）

第9回・第10回「岩手ボランティアバス」
よどがわ生協・ならコープ合同企画

【申し込み・問い合わせ】パルコープ組織部
　　　　　　　☎０６－６２４２－０９０４　（月～金　９時～18時）

参加者募集
お1人でも

ご家族でも

　第3回は今までにボランティアバスの抽選にもれた方も含めて
参加いただき、バス3台で出発。95名で陸前高田市と大槌町に分か
れて活動しました。大槌町では、田んぼの雑草引き作業、陸前高田
市では菜種の収穫や道路の側溝の掃除などをしました。
　2013年度の延べ参加は215名になりました。

企画回
第 9 回目
第10回目

9 月20日（金）～ 9 月23日（月・祝）
10月11日（金）～10月14日（月・祝）

8月23日（金）
9月13日（金）

実施日 申込締切

2013年度　第3回
岩手ボランティアバス報告

2013年度　第3回
岩手ボランティアバス報告

パル・よどがわ・なら
組合員さんの

第３回・６月21日～24日 95名参加

陸前高田市の道路の側溝の掃除を

後ろに山がせまる大槌町の仮設住宅
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１日エコライフに参加してみた感想や地球温暖化防止へのメッセージをお寄せください。

切り取って配送担当者へお渡しください パルコープ開発部・環境担当行き
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